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　　公益財団法人　福島民友愛の事業団

　　　　　理事長　五阿弥 宏安 殿
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申請先 内容

　
*2016年度

以降

過去の
受給実績

申請先 内容 額（円）

福島県○○基金 店内のエアコン改修工事 220,000

額（円）

○○福祉財団 業務用の車の購入資金 450,000

利用者数 20
助成希望事業名

・・・②
軽食製造・販売部門のレベルアップ

助成金の使途
・・・③

食器とユニフォームの購入資金

TEL：024-×××-×××× FAX：024-×××－××××

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：k.koriyama@××.jp 携帯電話： 090-××××－××××

施設･団体の
概要・・・①

　障害者の就労継続支援B型事業所。手工芸品の製作・販売と

軽食の製造、販売と行っている。

ふくしま　たろう 代表者
役職名 理事長

代表者氏名 福島　太郎

施設・団体の
所在地

〒960-××××　福島市※町×-29　　　　　TEL：024-×××－××××

ふりがな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019年9月1日

福島民友愛の事業団助成申請書　　　　　（記入例）

ふりがな えぬぴーおーほうじん　みんゆうふくしかい　ふくしまさぎょうじょ

（助成を受ける）

施設・団体の
名称

　ＮＰＯ法人　みんゆう福祉会　ふくしま作業所

法人所在地
（上記と異なる場合）

〒960-××××　福島市△町××-300　　 TEL：024-×××－××××

施設開所(活動開始) 2015年　4月

連　絡　先

〒　福島市※町×-29　　　　　　
　こおりやま　かずこ

連絡責任者：　郡山　一子　　申請書の内容などについてお答えいただける方をご記入ください

法人格取得（法人の場合） 2002年　4月
設立(活動開始) 1999年　4月

職員等の人数 5

過去に当事業団からの

助成実績がある場合は

合わせてご記入ください



NO.２

(収入） 助成金の限度額は３０万円 (支出）

【金額（円）】 【金額（円）】

300,000 23,500

6,000 15,500

45,000

52,000

70,000

70,000

30,000

306,000 306,000

＊記入例です。団体の実態を正しくご記入ください

★定款（規約等）

・調理器具、食器、ユニフォームの見積書

・定款

・軽食営業を紹介する新聞記事

職　名

若松　二郎 うどん屋○○ 店長

うどん作り講師への謝礼

合　　計 合　　計

助成対象事業・活
動の外部協力者
*いる場合のみ

氏　　　　名 現　所　属

カレー皿　40枚

エプロン・三角巾　20セット

店内用ポロシャツ　20枚

福島民友愛の事業団からの助成金 大型鍋　4個

自己資金 めん棒　10本

うどん蜂　40個

ユニフォームを購入したいと思います。また、不ぞろいの食器を統一して、清潔でイメージの良い

カフェとすることで集客増を図り、利用者の工賃アップにつなげます。

③の収支予算概算

【項目】 【項目】

　現在、軽食営業では、カレーライスと飲み物が主力商品ですが、メニューを増やすことで集客増

と利用者の意識向上を目指します。増やすメニューは、利用者が体を動かしながら作業に取り組める

よう「手打ちうどん」を提供します。職員の知人に市内で手打ちうどんの店を経営している店主が

おり、うどん作りの講習会を数回開いてもらうよう、依頼しています。

　今は私服で軽食営業をしていますが、衛生面の管理や利用者の働く意欲につながるよう、助成金で

2019年度または2020年度に実施する内容・計画が対象となります

1999年4月、福島市△町に利用者5人、職員2人で「みんゆう工房」を開設。手工芸品を製造販売する。

2002年4月、「NPO法人みんゆう福祉会」を設立し、運営開始。

2015年4月、「みんゆう工房」に加え、※町に「ふくしま作業所」を開所。

2017年1月、利用者の増加に伴い、軽食営業の準備に着手。機材を調達し、スタッフの訓練を始める。

②の具体的な内容・計画

①の詳細、活動実績

添付資料
（★は必須）

★施設パンフレットなど

団体の詳細が分かるもの

★見積書 ・施設のパンフレット

総額１５０万円以内で

５件程度に助成します


